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１　主 題 名　友達のことを思う（資料名「ぼくらだってオーケストラ」〈読み物－東京書籍〉）
２　ね ら い
　　友達と互いに理解し合い，助け合おうとする心情を育てる。（２－③　友情・信頼，助け合い）

３　主題について
　⑴　主題の価値

　本主題は，中学年の内容項目２－⑶「友達と互いに理解し，信頼し，助け合う」で，友達のこ

とを互いによく理解し，助け合ったり，励まし合ったりすることで，信頼関係がより確かなもの

となっていくことに気付かせ，相手と共に伸びていこうとすることをねらいとする内容項目であ

る。これは，低学年の「友達と仲良くし，助け合う」から発展し，高学年の「互いに信頼し，学

び合って友情を深め，男女仲良く協力し助け合う」に発展するものである。また，助け合いの言

動をとることで，気持ちが通じ合い，健康的な仲間集団を育成していく。さらに，信頼し合い，

励まし合うことで，友情を土台として，信頼と助け合いの心情を育んでいく。

　この期の子どもたちは，集団での活動などが活発になり，同じ傾向をもつ子どもたちが，気の

合う仲間同士でグループをつくり，一緒に行動するようになり，グループ同士で対立する場面も

見られる。また，自分の不利になることについては相手の非を厳しく追及するが，自分の非につ

いては寛容な態度を要求するなど，まだ，十分に相手のことを考えにくい面も見られる。

　そこで，友達の本当の思いに気付かせ，誠意をもって友達に接しようとする心情を育てること

は大変意義があると考える。

　⑵　他教育活動や環境，地域社会との関連

　⑶　子どもの実態について　　　　　　　　　　　　　　    　平成26年４月８日　調査人数36名

授業Ⅱ

４年３組　36名　指導者　　西國原　拓　也

道徳学習指導案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　子ども一人一人の思考力・判断力・表現力を高めるために，「見える図」は効果的であったか。

○　対話活動における教師の発話は，子どもにより深く道徳的価値を理解させることができた

か。
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【考察】

　実態アンケート①②より，今までの体験を基に，自分なりの的確な意見をもっていることが分か

る。しかし，内容を見てみると，自分にとって，都合のいい人に捉えがちである。

　また，分からないと書いている子どもの友達関係を見ていると，積極的に自分から友達と関わる

ことが苦手な傾向にある。

　これらのことから，集団での活動が活発になるこの時期に，健康的な仲間集団を積極的に育成し

ていくために，本当の友達について追求していくことは大切であると考える。

　⑷　資料について

　　　本資料は，市の音楽発表会に参加することになった４年生のてつおが，楽器が苦手ながらリ

コーダーの担当になる。上手に吹けないてつおになつみが親切に教えるが，てつおは最初はしら

んぷりしている。しかし，なつみの気持ちが一緒に練習することを通して分かるようになる。最

後には，なつみの思いを知り，逆上がりを教えてあげようと思うまでに，なつみのことを信頼す

るようになる。

４　思考の流れ【内容項目２―⑶　友情・信頼，助け合い】

５　展開に当たって
　見つめる活動では，事前のアンケートを活用し，本当の友達について子ども一人一人が思ってい

る友達について見つめさせ，本当の友達についての焦点化を図る。そのうえで，「本当の友達とは，

どういうことだろう。」という共通の問題意識を喚起する。

　問い直す活動では，まず，「見える図」を活用し，資料や自分の体験を関連付けながら，「本当の

友達」についての理解を深めることができるようにする。その際，思考をつなげる記号を使ったり，

思考した順番に番号を付けさせたりすることで，子どもがどの流れでその思考にたどりついたのか

把握できるようにする。

　次に，対話活動中は，「例えば」「なぜなら」等の思考をつなげる発話をすることで，「本当の友達」

についての思考を広げ，深めることができるようにする。また，対話活動が積極的に行われていな

いグループを中心に机間指導を行う。さらに，各グループから出た感じ方や考え方を短冊に書かせ，

似ている考えを分類したり，関連付けたりしながら，一段高い「本当の友達」についての道徳的価

値に迫ることができるようにする。

　振り返る活動では，授業前の自己の生き方が，授業を通してどのように変わったかを比較しなが

ら考えさせる。その際，授業の始めと何が変わったのかを明らかにさせ，子どもの感じ方や考え方

を価値ある行為と意味付けし，これからの自己の生き方についての考えを深めさせる。

　あたためる活動では，友達と助け合って活動している様子を紹介することで，道徳的実践意欲を

高めることができるようにする。
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６　本時の展開　　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　 指導の手立て　　 ※　評価
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